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【概要】
世界の人口は今世紀半ばには100億人に達すると予測されている。
この人口増加に見合った食糧を供給することは、喫緊の課題である。
しかしながら、産業革命以降の大気CO2濃度の増加速度は、これま
でに大量絶滅をもたらした環境変化と同程度に速い。一般的に、植
物はCO2濃度が上昇すると気孔を閉鎖し、光合成効率および植物バ
イオマスの低下を招く。すなわち、近未来環境では植物バイオマス
の低下による、深刻な食糧問題が生じると考えられる。そこで本研
究では、生理学、育種学、遺伝子工学の研究者が一丸となって、近
未来のCO2環境に適応できる植物の人為的創出を目指す。

【研究計画および到達目標】
研究計画＆目標1：イネ（ナチュラルバリエーション、変異株集団）
やダイズ（変異株）を供試材料とし、CO2応答性、光合成能、成長
量、収量を指標にして、優れた高CO2耐性能を有する植物を発掘・
創出する。
研究計画＆目標2：世界トップクラスのゲノム編集技術を活用し、高
CO2応答耐性に関与する鍵因子をイネやシロイヌナズナにおいて人
為的に改変することにより、近未来に予想されるCO2環境に適応で
きる植物を作出する。

【強み・優位性（これまでの成果含む）】
強み：世界トップレベルのリソースとツールを利用できる点。

最先端の植物CO2応答研究(Plant Physiol 2018, Nature 2008)

優位性：申請代表者は、変異株集団を利用して、世界に先駆けて
高CO2固定植物の作出に成功しており、社会実装に向けて連携を
進めている点。

【応用可能性・将来展開】
イネやダイズでの実例を基に、本研究に関する知財を確保する。さ
らに、産学官連携により、世界的にニーズの大きい有用植物（作物、
穀物、バイオ燃料植物など）への応用展開を図る。社会的に価値の
ある植物種の高CO2耐性賦与を目指した研究及びツール開発により、
経産省等の省庁関係の大型予算（NEDO、BRAINなど）、JST関連
の大型予算（CRESTなど）の獲得を目指す。
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